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開館日程表 

*    5/3（木）-5/4（金）、創立記念日の6/18（月）、海の日の7/16（月）は休日開館しています。 

**    5/31（木）、6/29（金）は月末休館日です。  
携帯からも開館情報

をチェック！ 

忘れ物にご注意ください 

❑連絡先の登録はお済みですか？ 
図書の貸出には利用証申請書（住所届）が必要で
す。まだ提出されていない方は、申請書に必要事項
を記入の上、学生証を持ってインフォメーション・ 
カウンターまでお越しください。申請書を提出すれ
ばすぐに貸出が可能になります。 

❑ECS-ID:「a0******」について 
ECS-ID:「a0******」は情報環境機構提供の利用コー
ドです。この利用コードで3Fの情報端末エリア
（オープンスペースラボラトリ）やMyKULINEを利
用いただけます。利用にあたり新入生の方は学生ア
カウント利用講習会の受講を行ってください。また
MyKULINEを利用するためには図書館に申請を行っ
てください。 

USBメモリの忘れ物が

増えています！ 

忘れ物は一旦カウンターでお預りしていますが、個人

情報に関わるものや貴重品などは毎週火曜日に担当部

署へ引き渡しています。忘れ物はお手元に戻るとは限

りません。紛失等があっても責任は負いかねますの

で、持ち物は各人で厳重に保管していただくようお願

いします。 

国立女性教育会館所蔵図書の展示 

国立女性教育会館（NWEC）女性教育情報センターから

引き続き図書を借り受けて展示しています。 

第9回の今回のテーマは、「生き方」「ジェンダー論」

「セクシュアリティ」「人間関係」をキーワードにした

図書100冊です。 

 

 

 
 
館内にてどうぞご利用ください。 

展示期間 4月 10日（火）～ 6月30日（土） 

展示場所 2F文庫・新書コーナー 中央書架 

ご活用ください！研究個室と共同研究室 

❑研究個室 
 研究個室（14室）は、大学院生や教員が、研究・調  
 査のために利用できる個室です。 
❑共同研究室 
 共同研究室（5室）は、グループでの共同研究・学習  
 などのために利用できる部屋です。少人数から約20 
 名まで利用ができます。 

【利用可能時間】 
  平日 9:00～21:00 / 土日祝 10:00～18:00  

＊1回の利用時間は3時間以内、次の予約がなければ延 

 長も可能です。終了時刻15分前から受け付けます。 

＊予約は1ヶ月前から、1回のみ可能です。 

（当日利用終了後に次回の予約が可能となります） 

＊身分証をご提示の上、貸出･返却カウンターでお申し 

 込みください。 

          5月            6月            7月 

日 月 火 水 木 金 土  日 月 火 水 木 金 土  日 月 火 水 木 金 土 

    1 2 3 4 5            1 2  1 2 3 4 5 6 7 

6 7 8 9 10 11 12  3 4 5 6 7 8 9  8 9 10 11 12 13 14 

13 14 15 16 17 18 19  10 11 12 13 14 15 16  15 16 17 18 19 20 21 

20 21 22 23 24 25 26  17 18 19 20 21 22 23  22 23 24 25 26 27 28 

27 28 29 30 31      24 25 26 27 28 29 30  29 30 31         

                       

  開館 8：00～22：00（学内）    休日開館 10：00～19：00       休日開館延長日 10：00～22：00 

            休館             9：00～22：00（学外）   

自転車の駐輪について 

周辺歩行者の通行を妨げるような駐輪が目立ちます。 

自転車で来館された場合、必ず駐輪スペース内に自転

車を停めてください。 

新入生・新院生のみなさんへ 
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◆記事についてのお問い合わせは◆ 

〇貸出・返却、図書館への一般的な照会 
    TEL.075-753-2632,2641 (資料運用担当) 
 
〇情報検索・資料の所蔵調査・講習会等 
 TEL.075-753-2636,2637 (参考調査担当) 
 
〇貴重図書の利用 
    TEL.075-753-2640,2635 (特殊資料担当） 
 
〇文献複写・他大学図書館等の利用 
 TEL.075-753-2638,2654 (相互利用担当) 
 

※ 共通FAX.075-753-2650 

●論文執筆に活用できるSciVerse Scopus  
    5月  9日 (水) 16:00-16:45 
    5月11日 (金) 14:00-14:45 
    5月14日 (月) 16:00-16:45  (各回内容は同じです) 
 

●SciVerse ScienceDirectってこんなこともできたんだ   
    5月  9日 (水) 14:00-14:45 
    5月11日 (金) 16:00-16:45  
    5月14日 (月) 14:00-14:45 (各回内容は同じです) 
 

★ 申込・詳細は… 図書館機構HP ⇒ ニュース 
      ⇒ 「【講習会】SciVerse ScienceDirect /  
          SciVerse Scopus オンライン講習会のご案内 」 

    SciVerse ScienceDirect / Scopus 

    オンライン講習会のスケジュール  

研究室や自宅から 

無料で受講できます!! 

システムメンテナンスのため、図書館ネットワーク 
サービスを以下のとおり一時休止いたします。 

ご不便をおかけしますがご了承ください。 
 
  1．KULINE 蔵書検索機能  

  2．MyKULINE および KULINE オンライン申込機能 

 3．電子図書館(貴重資料画像)  
 
  休止期間 ： 5月 6日 （日）  7：00 - 20：00 (予定)  

            ※作業が終了次第、サービスを再開します。   

     図書館ネットワーク一時休止のお知らせ  

・資料の探し方 -KULINE(ｸﾗｲﾝ)の使い方等- 
5月 18日 （金） 16:00-16:30 
5月 21日 （月） 15:00-15:30  

・学術論文の探し方：日本編 -CiNiiを中心に- 
5月 16日 （水） 16:00-16:30 
5月 22日 （火） 15:00-15:30  

・学術論文の探し方：海外編 -Web of Scienceを中心に- 
5月 17日 （木） 15:00-15:45 
5月 29日 （火） 16:00-16:45  

・文献管理ツールの使い方 -RefWorksを中心に- 
5月 24日 （木） 15:00-15:45 
5月 28日 （月） 16:00-16:45 
 

※開始時間5分前に1F参考調査カウンターまで 
  お越し下さい。予約は不要です。 

今月の定期講習会 
  

 

 
 

お探しの資料が、京大の図書館(室)で入手できない
場合、他大学との相互利用サービスを活用してくだ
さい。 

相互利用サービスには次の3種類があります。 

まず、京大での所蔵の有無を蔵書検索システム
KULINEで確認してください。京大に資料が所蔵さ
れていない場合、KULINEの ボタン
を使って他大学に所蔵されているかどうかを調べて
ください。 
 

[ MyKULINE からの申し込み ] 

文献複写・図書借用のサービスは、カウンターで
の申し込みのほか、 を使ってオンライン
でも申し込みできます。詳しくは、図書館機構 
ＨＰ右上の「オンラインサービス利用案内」をご
覧ください。 
 

なお、文献複写・図書借用は有料のサービスで
す。(附属図書館では原則、私費のみを扱います。
公費をお使いになられたい場合はご所属の図書館/
室にご相談ください。) 
 

【問い合わせ先】 
  附属図書館 相互利用掛 

  Email： sogo@kulib.kyoto-u.ac.jp 

  Tel： 075-753-2638 

           利用したい資料が京大になかったら?        

  
 ❒ 文献複写…他大学の図書館から文献の 
             コピーを取り寄せる(有料) 
❒ 図書借用…他大学の図書館から図書を 
             取り寄せる(有料) 
❒ 訪問利用…他大学の図書館へ行って、 
       閲覧する(紹介状を発行) 

4月より附属図書館に新しい仲間、マスコットキャラ

クターの「クラちゃんとインちゃん」が加わりました。 

クラちゃんとインちゃんは蔵書検索システム

KULINEと同じ、クラインの壺からアイデアを

得たキャラクターです。 

クラちゃんとインちゃんは館内の掲示物や

案内、イベント等で出没しますので、姿を見

かけても驚かさずに暖かく見守ってください。 
  

また、公式ロゴマークも作成

しました。ロゴマークは図書

館の持つ様々な資料・情報

を四角で表現し、その重なり

で L（Library）が形作られて

いることをイメージしたものと

なっています。 
 

今後附属図書館からの案内に登場するこのロゴマーク

で、図書館をイメージしてもらえれば幸いです。  
 
★ 詳細は…附属図書館HP ⇒ 附属図書館について  
         ⇒ キャラクター・ロゴマーク 

  マスコットキャラ・ロゴマークが誕生しました 


